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お手数ですが、弊社サービスセ
ンターまでご連絡ください。



 １ ． 充電池ボックスには、充電池を必ず５本セットしてくだ
さい。

 ２ ． 充電池ボックスに乾電池は入れないでください。

 ３ ． 充電池の極性（＋・－）は表示に従い、正しく入れてくだ
さい。

 ４ ． 容量・種類・銘柄の違う充電池を混ぜて使用しないでく
ださい。

 ５ ． 充電された電池と、放電した電池を混ぜて使用しない
でください。

 ６ ． 十分に充電されなくなった時には、充電池が劣化してい
る可能性があります。
新しい充電池に交換してください。
尚、充電池を新しい充電池に交換するときには５本全て
を取り換えてください。

 ７ ． 使用後は、充電された電気の放電を防ぐためにメータ
ー裏の電源スイッチをＯＦＦにしてください。

 ８ ． 長期間（１週間以上）、本製品をご使用されない場合に
は、充電池は取り外して保管してください。

 9 ． 充電池は乳幼児の手の届かないところに保管してくだ
さい。

１０． 充電池を火中に投入したり、加熱しないでください。
１1． 充電池の変形、変色、外装ラベルの剥がれ、キズがつ

いたものは使用しないでください。
１2． 充電池を廃棄するときには、各自治体の取決めに従っ

て廃棄してください。
１3． その他、充電池メーカーの注意・警告事項をお守りくだ

さい。

本製品は、単3型のニッケル水素充電池
（Ｎｉ-ＭＨ/1.2V）を5本使用します。

充電池に関する警告事項
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※本製品に最初から付いている充電池は、
テスト用の充電池です。

　充電池の寿命が短い為、ご使用前に新し
い充電池に交換してください。

単3型ニッケル水素充電池　×5本

工具　3種

4組

4組

1個

1個

1組

1個

レッグ取付用ボルト+ワッシャー

ハンドルポスト取付用ボルト
+ワッシャー（本体に仮止め済）

スライドノブ
（サドルステイに仮止め済）

サドルノブ
（本体に仮止め済）

ハンドルノブ
＋ハンドルステイカバー
（ハンドルポストに仮止め済み）

ボトルホルダー

サイズ（組立状態） ： 
　W 510 × D 980 × H 1,280 mm
サドルの高さ ： 
　L 805 ～ H 1,030 mm（30mmピッチ9段階）
重量 ： 約26.5ｋｇ
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本　体

ペダル（L）左

サドルポスト

ハンドルポスト

表示メーター

フロントレッグ

サドルステイ

キャスター付き

本体底面

メーターステイ

メーターコード

本体コード

充電池ボックス

グリップセンサーコード

ハンドルステイ
ナット・ワッシャー　×3個
（サドルに仮止め）

グリップセンサー
メーター取付用ネジ×4本
（メーターに仮止め）

サドル

ハンドル

リアレッグ

ペダル（R）右

メーターコード

4

3

2

1

ハンドルポストカバー
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リアレッグ

本体

ワッシャー

レッグ取付用
ボルト

サイドキャップの断面図

フロントレッグ

前

キャスター

シール

キャスターのあるレッグが
フロントレッグになります。

リアレッグ側サイドキャップを回転させることによって、
本体ががたつかないように調整できます。

シールが前方にくるように、
またシールの矢印が上を
向くようにフロントレッグを
取り付けてください。

ペダル

ペダルベルト

本体クランク

ペダルのボルトは、付属の工具で強く締めて
ください。

このボルト締め付けが弱いと、ペダルをこぐ度に、
ペダルから異音を感じる場合があります

左（L）ペダルは、逆にネジが切られています。取
り付けの際は付属の工具でかならず左に回して
取り付けてください。右（R）ペダルは、右に回し
て取り付けてください。固定ボルトを逆さに回さ
れますと、ネジ山が破損して締まらなくなる場合
があります。

①ペダルにペダルベルトを取り付けます。ペダルベルトには、L・Rの表示がありますので、ペダルのL・Rの
表示に合わせて取り付けてください。

②ペダルを本体クランクに取り付けます。ペダルには、取り付けボルト先端にL・Rの表示がありますので、
（L）は左へ（R）は右へ間違わないよう取り付けてください。

本体にフロントレッグ・リアレッグを　　レッグ取付用ボルト
+ワッシャーで固定します。
レッグの穴にボルトを差し込んでください。

1



ハンドルポスト
カバー

ハンドル

突起部

穴
ハンドル
ステイ

ハンドル
ポスト

ハンドル
ステイ

5

ハンドル
ポスト

ハンドルポスト
カバー

メーターコード

本体
コード

2
2

2 2

ハンドルポスト

ハンドルポスト
カバー

ワッシャー

ハンドルポスト
取付用ボルト
（本体に仮止め済）

ハンドルを固定します

その後、ハンドルポストカバーを降ろします。

2ハンドルポストにハンドルポストカバーを通し、メー
ターコードを本体コードに接続します。

5

ハンドルポストを本体に差し込む時、手
指などをはさまないようご注意ください。

ステイ

ステイ

ハンドルステイ
ハンドルステイ
ハンドルステイ

ハンドルノブのレバーを締めやすい
角度に戻すことができます。

（スライドノブは、サドルステイに仮止めされています。
 サドルステイの中のスライドナット位置を合わせて、スラ
 イドノブを取り付けてください。）

サドルノブ

サドル
ポスト

スライド
ノブ

スライドノブ

スライド
ナット

ナット

ワッシャー

サドル
ポスト

サドル

サドル

4

4

3

サドルステイ



充電池をセットします

作動確認

❶メーターステイから出ているメーターコードと表示メーターから出ているメーターコードをしっかり接続します。
❷表示メーター裏に仮止めされているメーター取付用ネジ4本で、表示メーターをメーターステイに固定します。
❸ハンドルから出ているグリップセンサーコードは、表示メーター裏（右上）のジャックにしっかりと差し込みます。
❹ハンドルに　　ボトルホルダーを取り付けます。

本体底の充電池ボックスに、　 単3型ニッケル水素充電池を５本セットします。
（＋・－の表示に従い、正しくセットしてください。）
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ハンドルポストやレッグの
取付用ボルトの締め付け
に使います。

メーター
ステイ

メーター
コード

表示メーター

ボトルホルダー

メーター
ステイ

メーター
取付用ネジ
（4本）

表示メーター

ハンドル

グリップ
センサーコード

蝶ナットでしっかり
固定します。

（＋）

（－）

（－）

（＋）

（＋）

（－）

（－）

（＋）

（－）

（＋）

本体底面

ON

メーター裏の電源スイッチをＯＮにした状態で、ペダル
を数回転させるとメーターに通電します。

※ 組立完了後、メーターに通電しない場合には、
組立手順４、７、８、９をもう一度ご確認ください。

P3に記載の「充電池に関する警告事項」をお守りください。

充電池ボックスのフタが固い
場合には、充電池ボックスの
フタのツメに工具を差し込ん
で開けてください。 7



→ 組立手順　4・7・8・9 を参照の上、再度ご確認ください。

9

各コードの接続、充電池の極性は間違えていませんか？

単3型
ニッケル水素
充電池

グリップ
センサーコード

表示メータ裏面 本体底面

本体
コード本体

メーター
コード

前後50mm

805

1,030mmスライドノブ

サドルノブを引き、
穴に合わせて調整
します。

30mm
ピッチ

サドルノブ

※調整後、サドルノブをしっかり
　締めてください。

ON

1,030

組立手順2で固定したペダルのボルトを、工具で増し締めしてください。ペダルボルトの固定が緩いと、異音
が発生することがあります。

メーターコード
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【クイックスタート】ボタン
このボタンを押すと「マニュアルモード」が始まります。

電源スイッチ

【決定ダイヤル】

この電源スイッチがＯＮになっていなければ、
メーターに通電しません。
使用後は、放電を防ぐためにＯＦＦにしてくだ
さい。

USB電源
このＵＳＢ端子で携帯電話などを充電するこ
とが可能です。
※ＵＳＢケーブルは付属されていません。
お手持ちのケーブルをご使用ください。

表面

裏面

9



PERSONAL：パーソナルプログラムモード

○メーター裏の電源スイッチをＯＮにして、ペダルを数回転まわすと、通電します。

ユーザー登録画面
（初期画面）

使用中の画面からは、リセットボタンの長押し（3秒以上）でユーザー登録画面（初期画面）にします。

【決定ダイヤル】を回し、男性（ 　）または
女性（ 　）を選択します。

【決定ダイヤル】を回し、U0～U4の登録番
号を選択します。

【決定ダイヤル】を回し、身長（ｃｍ）を入
力します。

【決定ダイヤル】を回し、体重（ｋｇ）を入力
します。

【決定ダイヤル】を回し、年齢（歳）を入力
します。

【
決
定
ダ
イ
ヤ
ル
】を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

【
決
定
ダ
イ
ヤ
ル
】を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

【
決
定
ダ
イ
ヤ
ル
】を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

【
決
定
ダ
イ
ヤ
ル
】を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

注意：
○U0 で登録された情報はオールリセット
もしくは電源が一度切れるとクリアされ
ます。

○この段階で「クイッ
クスタート」または
「スタート / ストッ
プ」を押 すと、マ
ニュアルモードで
スタートします。

“SEX”
点滅

“Ｗ．ｔ”
点滅

“Ｈ．ｔ”
点滅

“ＡＧＥ”
点滅



【決定ダイヤル】を回し、トレーニングメニューの中からMANUALを選択します。
（選択されたメニューは点滅表示されます。）

【決定ダイヤル】を押して決定します。
注意:【スタート/ストップ】ボタンを押すとそのままスタートします。

【決定ダイヤル】を回し、
目標時間を入力します。

【決定ダイヤル】を回し、
目標距離を入力します。

【決定ダイヤル】を回し、
目標カロリーを入力します。

【決定ダイヤル】を回し、
目標心拍数を入力します。

【決定ダイヤル】を押すと、次へ進みます。

【決定ダイヤル】を押すと、次へ進みます。

【決定ダイヤル】を押すと、次へ進みます。

【決定ダイヤル】を押すと、次へ進みます。

【決定ダイヤル】を押すと、「3-1 時間の設定」画面へ戻ります。

ペダル負荷レベルは、トレーニング中でも調整できますので、入力されない場合は
そのまま【決定ダイヤル】を押して次に進んでください。

【決定ダイヤル】を回し、ペダル
負荷レベル（1～16）を入力し
ます。

表示が点滅している状態で【決定ダイヤル】を回すと、その項目の目標値を設定する事ができます。

【決定ダイヤル】を押すたびに

と点滅する項目が切り替わっていきます。



運動中に【決定ダイヤル】を回して、ペダル負荷レベルを変更する
ことができます。

トレーニングメニュー選択画面・初期画面に戻る
【リセットボタン】を押すと、トレーニングメニュー選択画面に戻り、
【リセットボタン】を長押し（3秒以上）するとユーザー登録画面
（初期画面）に戻ります。
（Ｐ10 手順1へ）



【決定ダイヤル】を押すと、次へ進みます。

【決定ダイヤル】を押すと、次へ進みます。

【決定ダイヤル】を押すと、次へ進みます。

【決定ダイヤル】を押すと、次へ進みます。

【決定ダイヤル】を押すと、「4-1　時間の設定」画面へ戻ります。

【決定ダイヤル】を押して決定します。
注意:【決定ダイヤル】を押さずに【スタート/ストップ】ボタンを押すとマニュアルモードで

スタートします。

【決定ダイヤル】を回し、トレーニングメニューの中からPROGRAMを選択します。
（選択されたメニューは点滅表示されます。）

【決定ダイヤル】を回し、プログラム（P1～P12）を選択します。
※プログラムNoの表示後、プログラムのブロックが表示されます。

【決定ダイヤル】を押して決定します。

【決定ダイヤル】を回し、
目標時間を入力します。

【決定ダイヤル】を回し、
目標距離を入力します。

【決定ダイヤル】を回し、
目標カロリーを入力します。

【決定ダイヤル】を回し、
目標心拍数を入力します。

【決定ダイヤル】を回し、
ペダル負荷レベルを変更
することができます。

ペダル負荷レベルは、トレーニング中でも調整できますので、入力されない場合は
そのまま【決定ダイヤル】を押して次に進んでください。

表示が点滅している状態で【決定ダイヤル】を回すと、その項目の目標値を設定する事ができます。

【決定ダイヤル】を押すたびに

と点滅する項目が切り替わっていきます。
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ことができます。

トレーニングメニュー選択画面・初期画面に戻る
【リセットボタン】を押すと、トレーニングメニュー選択画面に戻り、
【リセットボタン】を長押し（3秒以上）するとユーザー登録画面
（初期画面）に戻ります。
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【決定ダイヤル】を押すと、次へ進みます。

【決定ダイヤル】を押すと、次へ進みます。

【決定ダイヤル】を押すと、次へ進みます。

【決定ダイヤル】を押すと、次へ進みます。

【決定ダイヤル】を押すと、「3-1　時間の設定」画面へ戻ります。

【決定ダイヤル】を押すたびに

表示が点滅している状態で【決定ダイヤル】を回すと、その項目の目標値を設定することができます。
と点滅する項目が切り替わっていきます。

【決定ダイヤル】を回し、
目標時間を入力します。

【決定ダイヤル】を回し、
目標距離を入力します。

【決定ダイヤル】を回し、
目標カロリーを入力します。

【決定ダイヤル】を回し、
目標心拍数を入力します。

画面上に設定するワット数値が点滅表示します。
【決定ダイヤル】を回して運動量（ワット）を入力します。

【決定ダイヤル】を回し、トレーニングメニューの中からWATTを選択します。
（選択されたメニューは点滅表示されます。）

【決定ダイヤル】を押して決定します。
注意:【決定ダイヤル】を押さずに【スタート/ストップ】ボタンを押すとマニュアルモードで

スタートします。



運動量（ワット数）は、ペダル負荷と回転速度から計算されています。ワットコントロールモードは、一定の運動量を保つ機能です
ので、ペダル回転数が遅くなれペダル負荷レベルが上がり、ペダル回転数が早くなればペダル負荷レベルが下がります。
適度なペダル回転数（速度）を保つように意識しながら運動しましょう。

運動中の運動量（ワット数）が、手順2
で設定された運動量（ワット）より低
ければペダル負荷レベルは上がって
いきます。

●負荷レベル16まで上がっても、な
お運動量（ワット）が設定された値
より低い場合は、アラームが鳴り、
画面右下に「－－－」と表示されま
す。アラームが鳴り続けた状態が
90秒以上続くと、自動的にSTOP
状態になり、終了します。

運動中の運動量（ワット数）が、手順2
で設定された運動量（ワット）より高
ければペダル負荷レベルは下がって
いきます。

●負荷レベル1まで下がっても、なお
運動量（ワット）が設定された値よ
り高い場合は、アラームが鳴り、画
面右下に「－－－」と表示されます。
アラームが鳴り続けた状態が90
秒以上続くと、自動的にSTOP状
態になり、終了します。

運動中に【決定ダイヤル】を回して、手順２で入力した運動量
（ワット）を変更することができます。

トレーニングメニュー選択画面・初期画面に戻る

運動量（ワット）の調節

運動量（ワット）変更画面

【リセットボタン】を押すと、トレーニングメニュー選択画面に戻り、
【リセットボタン】を長押し（3秒以上）するとユーザー登録画面
（初期画面）に戻ります。
（Ｐ10 手順1へ）



パーソナルプログラムモード：オリジナルのプログラムを組んで運動するモードです

【決定ダイヤル】を回し、トレーニングメニューの中からPERSONALを選択します。
（選択されたメニューは点滅表示されます。）

→【決定ダイヤル】を回し、2列目のペダル負荷レベルを入力します。

→【決定ダイヤル】を回し、1列目のペダル負荷レベルを入力します。

以下同様に16列目までペダル負荷レベルを入力していきます。
16列目の入力後、【決定ダイヤル】を押すと再び1列目の入力画面になります。

メイン表示部の1列のブロックが点滅します。

【決定ダイヤル】を長押し（3秒以上）すると、次の設定画面に切り替わります。

【決定ダイヤル】を押すと次の列が点滅します。

【決定ダイヤル】を押すと、次へ進みます。

【決定ダイヤル】を押すと、次へ進みます。

【決定ダイヤル】を押すと、次へ進みます。

【決定ダイヤル】を押すと、「4-1　時間の設定」画面へ戻ります。

【決定ダイヤル】を押すたびに

表示が点滅している状態で【決定ダイヤル】を回すと、その項目の目標値を設定することができます。
と点滅する項目が切り替わっていきます。

【決定ダイヤル】を回し、
目標時間を入力します。

【決定ダイヤル】を回し、
目標距離を入力します。

【決定ダイヤル】を回し、
目標カロリーを入力します。

【決定ダイヤル】を回し、
目標心拍数を入力します。

【決定ダイヤル】を押して決定します。
注意:【決定ダイヤル】を押さずに【スタート/ストップ】ボタンを押すとマニュアルモードで

スタートします。

表示メーターの操作方法（パーソナルプログラムモード）

1列目
点滅

2列目
点滅



表示メーターの操作方法（パーソナルプログラムモード）

運動中に【決定ダイヤル】を回して、ペダル負荷レベルを変更する
ことができます。

4

トレーニングメニュー選択画面・初期画面に戻る
【リセットボタン】を押すと、トレーニングメニュー選択画面に戻り、
【リセットボタン】を長押し（3秒以上）するとユーザー登録画面
（初期画面）に戻ります。
（Ｐ10 手順1へ）



【決定ダイヤル】を回し、トレーニングメニューの中から H. R. C. を選択します。
（選択されたメニューは点滅表示されます。）

心拍数表示部に心拍レベル「55％」が点滅します。
「55％」とは、ユーザー登録で入力された年齢情報から計算された最大心拍数に対する
割合を示しています。このとき、心拍数表示部には、その割合で計算された目標心拍数が
表示されます。

【決定ダイヤル】を回し、心拍レベルを選択します。

【決定ダイヤル】を押して決定し、【決定ダイヤル】
を回し、目標心拍数を入力します。
入力後、【決定ダイヤル】を押し、決定します。

【決定ダイヤル】を押し、決定します。

表示が点滅している状態で【決定ダイヤル】を回すと、その項目の目標値を設定することができます。
と点滅する項目が切り替わっていきます。

【決定ダイヤル】を押すたびに

【決定ダイヤル】を回し、
目標時間を入力します。
（トレーニング中、時間表示はカウント
ダウンされていき、0になると、アラー
ムが鳴り停止します。）

【決定ダイヤル】を回し、
目標距離を入力します。
（トレーニング中、距離表示はカウントダ
ウンされていき、0になると、アラームが
鳴り停止します。）

【決定ダイヤル】を回し、
目標カロリーを入力します。
（トレーニング中、カロリー表示はカウン
トダウンされていき、0になると、アラー
ムが鳴り停止します。）

【決定ダイヤル】を押すと、次へ進みます。

【決定ダイヤル】を押すと、次へ進みます。

【決定ダイヤル】を押すと、「4-1　時間の設定」画面に戻ります。

【決定ダイヤル】を押して決定します。
注意:【決定ダイヤル】を押さずに【スタート/ストップ】ボタンを押すとマニュアルモードで

スタートします。

“55%”
点滅

“Ｔａｇ”
点滅

“75%”
点滅

“90%”
点滅



トレーニングメニュー選択画面・初期画面に戻る

4

【リセットボタン】を押すと、トレーニングメニュー選択画面に戻り、
【リセットボタン】を長押し（3秒以上）するとユーザー登録画面
（初期画面）に戻ります。
（Ｐ10 手順1へ）

「ハートレートコントロールモード」では運動中に【決定ダイヤル】
を回して、ペダル負荷レベルを変更することはできません。



充
電
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つ
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■体力評価 ： 運動によって上昇した心拍数（脈拍）が、運動終了後1分間でどれくらい安静時の心拍数に近づいたか（回復したか）を評価します。
●一般的に心肺機能の優れている人は、運動開始の心拍数はゆるやかに上昇し、クールダウン時、直ちに回復しようとする働きがあります。
●逆に運動不足の人は運動を開始し、運動強度が強くなるに伴い心拍数が急上昇し、クールダウン時は、なかなか回復しない傾向にあります。
この機械では、運動直後の上昇した心拍数と、運動を中止した1分後の心拍数の差から、6段階評価で表示します。以下の手順で操作してください。

●心拍数を測定していない状態では、【体力評価ボタン】を押しても反応しません。
●カウントダウンの間は、身体を休めた状態で心拍数を測り続けてください。

運動によって、心拍数が上がった状態にする

体力評価準備画面

体力評価開始画面

体力評価結果画面

運動を行い、心拍数を上げます。
（心拍数が上がっている状態であれば、どのトレーニングでもよい）

体力評価開始
心拍数が上がった状態で、「体力評価ボタン」を押し、運動を中止します。
時間表示部に「60」の表示が出た後、カウントダウンしていきます。

体力評価結果表示
カウントダウン終了後、メイン表示部に「F1」～「F6」の表示がでます。

体力評価終了

再度、【体力評価ボタン】を押すと、元の画面に戻ります。

トレーニングメニュー選択画面・初期画面に戻る

P3に記載の「充電池に関する警告事項」をお守りください。

P1

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

P11

P12

ボトルホルダー

メーター裏面にあるUSB電源に、お手持ちの携帯電話のUSB充電コードを差し込めば充電できます。

携帯電話 携帯電話

USB電源

充電池への充電

携帯電話などへの充電

約200分の運動で単3型充電池5本が充電できます。

（ペダルを回して発電した電気を充電します。）

自家発電機能

※本製品の連続使用時間は、30分までとなっています。運動終了後は放電しないようにスイッチを切り、数回に分けて運動してください。
※上記は、新しいニッケル水素充電池（1.2V）を5本セットし、60rpmの回転速度で運動した場合の充電時間の目安です。
※充電池メーカー・種類・容量・劣化状況・ペダル回転数の変動・運動中のメーター操作状況・周囲温度等により充電に必要な時間は変化します。
※充電した充電池と放電した充電池、残量の違う充電池を混ぜて使用しないでください。
※乾電池や、容量、種類、銘柄の違う充電池を混ぜて使用しないでください。

【リセットボタン】を押すと、トレーニングメニュー選択画面に戻り、
【リセットボタン】を長押し（3秒以上）するとユーザー登録画面
（初期画面）に戻ります。
（Ｐ10 手順1へ）

（＋）

（－）

（－）

（＋）

（＋）

（－）

（－）

（＋）

（－）

（＋）

充電について



ハンドルの角度を調整する
時にはハンドルを無理に回
さず、必ずハンドルノブを
緩めてから調整を行なって
ください。
ハンドル角度調整後は、ハ
ンドルノブをしっかり締め、
ハンドルにがたつきがない
か必ず確認してください。

グリップセンサーは、静電気の影響を受けると正しい心
拍数を測定できなくなります。
その際には、メーター裏の電源スイッチを一度ＯＦＦに
し、10秒以上たってから再度ＯＮにしてください。
電源を一度切ることによって、コンピューターを初期状
態に戻します。

9

P1

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

P11

P12

ハンドルノブ

P1

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

P11

P12

メーター裏の電源スイッチがＯＮになっていますか？
ペダルを数回転まわしてから、メーターを操作してください。

充電池の充電量が不十分な可能性があります。ペダルを回し、充電しながらメーターを操作してください。
組立手順4、7、8、9の各コードの接続部、充電池の極性をもう一度ご確認ください。

（充電池は、市販の単3型ニッケル水素充電池（Ni-HH）をご購入ください。）

発電による音は、異常ではありませんので、ご了承ください。

充電池の極性（＋・－）を正しくセットしていますか？
充電池が劣化している可能性があります。５本全ての充電池を新しい充電池に交換してください。

充電池が充電されない

メーターの表示がうまく出ない。
画面表示が出たり消えたりする。
画面がチラつく。

OFF



運動中【決定ダイヤル】を回して、ペダルの
負荷レベルを変更可能

運動中【決定ダイヤル】を回して、ペダルの
負荷レベルを変更可能

運動中【決定ダイヤル】を回して、
ワット値の設定変更可能

【決定ダイヤル】を回し、トレーニングメニューを選択

使用後は、メーター裏の電源スイッチをＯＦＦにしてください。

P1

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

P10

P11

P12

メーター裏の電源スイッチをＯＮにして、ペダルを数回転まわすと通電し、初期画面から始まります。
また、通電している状態ではリセットボタンを長押し（３秒以上）で初期画面に戻すことができます。

【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を押して決定 【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を回し、U0～U4の登録番号を選択

【決定ダイヤル】を回し、性別（男性／女性）を選択

【決定ダイヤル】を回し、年齢（歳）を入力

【決定ダイヤル】を回し、身長（ｃｍ）を入力

【決定ダイヤル】を回し、体重（ｋｇ）を入力

【決定ダイヤル】を回し、ペダル負荷を入力 【決定ダイヤル】を回し、プログラムを選択

【決定ダイヤル】を回し、目標時間を入力

【決定ダイヤル】を回し、目標距離を入力

【決定ダイヤル】を回し、目標カロリーを入力

【決定ダイヤル】を回し、目標心拍数を入力

【決定ダイヤル】を回し、ペダル負荷を入力

【決定ダイヤル】を回し、目標時間を入力

【決定ダイヤル】を回し、目標距離を入力

【決定ダイヤル】を回し、目標カロリーを入力

【決定ダイヤル】を回し、目標心拍数を入力

【決定ダイヤル】を回し、目標時間を入力

【決定ダイヤル】を回し、ワットを入力

【決定ダイヤル】を回し、目標距離を入力

【決定ダイヤル】を回し、目標カロリーを入力

【決定ダイヤル】を回し、目標心拍数を入力

ON



運動中【決定ダイヤル】を回して、ペダルの
負荷レベルを設定可能

パーソナルプログラムモード

「組立手順4、7、8、9」を参照の上、再度ご確認ください。

【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を回し、一列目のペダル負荷レベルを入力

【決定ダイヤル】を回し、目標時間を入力

【決定ダイヤル】を回し、目標時間を入力【決定ダイヤル】を回し、目標距離を入力

【決定ダイヤル】を回し、目標距離を入力【決定ダイヤル】を回し、目標カロリーを入力

【決定ダイヤル】を回し、目標カロリーを入力【決定ダイヤル】を回し、目標心拍数を入力

【決定ダイヤル】を回し、目標心拍数を入力

【決定ダイヤル】を回し、目標心拍数を入力

【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を押して決定

【決定ダイヤル】を押して決定
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